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 周囲の友⼈がアプリを利⽤していたこともあり、ア

プリを使った婚活に抵抗はなかったという２⼈。「初

めてマッチングしたのがはるなさんでした」とあかぎ

さん。はるなさんは、年齢は±3歳、⼤学卒業の学

歴、居住地は群⾺県内という条件を⼊⼒し、ヒットし

た中からあかぎさんを⾒つけました。⽂章の書き⽅が

きれいで知性を感じたこと、趣味も似ていたことから

「いいね」をポチッ。⼀⽅、あかぎさんは複数⼈から

「いいね」をもらいましたが、はるなさんだけにメッ

セージを返しました。共通の趣味があり、掲載されて

いる写真から優しそうな⼈柄を感じられたことが決め

⼿でした。 

  

 その後は、アプリの機能を使って１⽇１∼２往復程

度のメッセージをやり取り。案外少ない⁉という気が

しますが「お互いが負担に感じることのないペースで

続けられたことが良かった」と振り返ります。住んで

いる場所が近かったことも幸いし、マッチングした週

末に⾷事に⾏く約束をしました。 

 2⼈とも「メッセージでやりとりをしただけの⼈と

会うことに不安はありませんでした」と⾔います。周

囲にアプリを使って婚活をしていた友⼈が増えてきた

せいもありますが、もう⼀つ挙げられる理由に、アプ

リの規約があります。アプリ上のメッセージでLINE

や電話番号など、個⼈情報の交換は禁⽌されていまし

た。アプリ以外で連絡を取り合う⽅法はなく、個⼈情

報が特定されにくいことが安⼼材料になりました。 

 

 ただ、会ったことのない⼈とメッセージ上で⽇程や

場所をセッティングし、実際に会うというプロセスに

はハードルの⾼さを感じたそう。アプリを使った婚活

⽬的ではない勧誘や詐欺の注意喚起がなされていたこ

ともあり「メッセージを交わす中で、相⼿の素性をそ

れとなく把握するように努めました」とはるなさん。

あかぎさんも「どんな⽬的でアプリを利⽤したか、最

初に尋ねました」と話します。「初めて会うときは、

⼈通りの多いところや⼈気の飲⾷店などなるべく⼈が

多い場所を選ぶなどの対策をした⽅がいい」と感じた

そうです。 

 レストラン前で初めて顔を合わせた2⼈。第⼀印象は

「真⾯⽬で誠実そう。スラッとしていてワンピースがよ

く似合う」（あかぎさん）、「話し⽅が優しくて実直そ

う。⽬が⼤きい」（はるなさん）と、お互い好印象を抱

きました。ランチをしながら学⽣時代のことや趣味につ

いて1時間半ほど話し、1週間後に２⼈が好きなお酒を

飲みに⾏く約束をして解散。LINEの連絡先も交換しま

した。 

 

 今までに何⼈かとマッチングしたことのあるはるなさ

んでしたが、2回⽬の約束をしたのはあかぎさんだけ。

次の約束がスムーズにできたことで「上⼿くいくかも」

という予感がよぎったと⾔います。 

 

 それからのやりとりは、毎⽇1∼２往復程度。お互い

にとって無理のないペースが続きました。2回⽬に会っ

たのは⾼崎まつりの開催⽇。あかぎさんが予約したバー

からは花⽕がよく⾒え、ロケーションは抜群でした。し

かし、周りのにぎやかなお祭りムードに飲まれて深い話

はできなかったそう。これが幸いし、もっとお互いのこ

とを知りたいと１週間後に再び会う約束をしました。 

 

 3回⽬は港町へ。新鮮な海産物を⾷べ、⽔族館を巡る

中で2⼈の気持ちはぐっと近づきました。「さりげない

気遣いができて素敵だと思いました」と⾔うあかぎさん

と「考え⽅が似ている。いつも優しい笑顔で誠実に接し

てくれて安⼼できました」と⾔うはるなさん。我慢や無

理をせず、⾃然体でいられる⾃分に気づいたあかぎさん

が「結婚を前提としてお付き合いをしてほしい」と伝

え、はるなさんはその場で快諾。交際がスタートしまし

た。出会ってから２週間後のことでした。

 あかぎさんは県内の公的機関、はるなさんは県内企

業に勤務。2022年8⽉にマッチングアプリで知り合

う。3回⽬のデートで交際を申し込み、本格的なお付

き合いがスタート。１年後に⼊籍。結婚後は「⼀緒に

過ごすのが⾃然で⼼地よい」と微笑む。⽣活リズムが

整い、健康的になったそう。共通の趣味は、旅⾏、⼭

登り、美味しいお酒を飲むこと。

 あかぎさんは「親しい友⼈から、できたばかりの彼

⼥の話を聞かされて」婚活を開始。はるなさんは「友

⼈の結婚ラッシュに触発されて」結婚を意識する⼀⽅

で「早く結婚して離婚する友⼈もいたので、焦らず⾃

分に合う⼈を探そう」と思っていました。 

「⽀え合いながら、毎⽇帰るのが楽しみになるような

家庭を築きたいと思った」と⾔うあかぎさん。はるな

さんは「職場で共働きしている先輩が多く、家事や育

児を協⼒できる夫婦に憧れた」と話します。⼆⼈が理

想とする夫婦像は、対等な⽴場で協⼒し合える関係。

転居を伴う転勤がないことも共通の条件でした。 

⼿軽さと効率を兼ね備えたアプリを活⽤ 
条件、趣味、写真で「いいね！」 
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圧倒的な⺟数の多さ。⽬的を絞って効率的に 

理想のパートナーに巡り合えました 
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30代前半

 その後は、共通の趣味である⼭登りでは県内の⾚城

⼭、⾕川岳などの百名⼭に⾏ったり、県外に遠出をし

たり。時間を共にする中で価値観が似ていると感じた

ことが⼼の距離をぐっと縮めました。代表的なものが

「⾷の好み」「⾦銭感覚」「将来設計」。⾷は、お酒

をほどほどに飲み、基本的に⾃炊をしてたまに外⾷と

いうスタイル。「好きなレシピを教え合って、お互い

作ってみたりする中で価値観の近さを感じました」

（はるなさん）。⾦銭感覚は、⼀⾷にかける⾦額など

お⾦の使い道や使い⽅。「⼀回の⾷事に３万円使うな

ら、いい宿に泊まりたいと意⾒が⼀致することが多か

ったですね」（あかぎさん）。将来設計は、⼦どもや

⽼後のことなどは深く話さなかったものの、希望する

キャリアやライフスタイルが重なり合う部分が多かっ

たそうです。 

 

 また、⼀⼈暮らしをしていたお互いの家を⾏き来し

「⼀緒にご飯を作って⾷べることが⼀番の幸せ」と感

じるようになりました。⼀⼈暮らしをしている姿か

ら、結婚後の暮らしのイメージもわいてきました。 

 

 さまざまな要因がある中、⼀番の決め⼿になったの

は「楽しい話だけでなく、不安や嫌な感情も拒絶せず

受け⽌めてくれる懐の深さ」（あかぎさん）、「⼀緒

にご飯を作ったり今⽇の出来事を話したりする中で、

これからもずっと⽀え合っていきたいと思ったこと」

（はるなさん）。気持ちは真っすぐに結婚に向かって

いきました。 

 

 プロポーズは、初めて会った⽇からちょうど1年

後。「付き合う前に、結婚前提でお付き合いしたいと

伝えてもらったことで⾃然に結婚や将来の話ができ、

理想のプロポーズのシチュエーションも伝えられまし

た」とはるなさんは話します。 

 

 はるなさんが「⾏きたい」と⾔っていたリゾートホ

テルをあかぎさんが予約。50本のバラの花束を⼣⾷

時に部屋に⽤意してもらい、サプライズでプロポーズ

をする計画でした。ところが、普段着ないようなジャ

ケットを着たあかぎさんは、⾷事を残してしまうほど

緊張。はるなさんに完全に気づかれたそう。はるなさ

んは「誠実な気持ちをつづった⼿紙ももらえて、とて

も素敵な思い出になりました」と感激の表情を⾒せま

す。以前、はるなさんのお友達が、プロポーズのとき

にもらった花束が枯れて残念だったという話を覚えて

いたあかぎさんは、バラをプリザーブドフラワーにす

る⼿配も。その細やかな気遣いは、はるなさんの予想

を超えたものでとても驚いたそうです。 

 

 ご両親に伝えたのは、プロポーズ後。いきなりの報

告でしたが、とても喜んでくれみんなに祝福されなが

ら⼊籍の⽇を迎えました。 

⼀緒に⽇常を共にする幸せ感じ 
理想の形でプロポーズ。両親も祝福 



「マッチングアプリは、結婚を真剣に考える⼈にとって

効率的な出会いの⽅法」とあかぎさん。実際に会う前

に、出⾝地、仕事、趣味など、条件に合う⼈だけが表⺬

され、結婚に対しての考えも知ることができるので、時

間のロスは少ないといえます。また、思っていた以上に

真剣で誠実な⼈が多かったそうです。 

 

「普段の⽣活の中では出会うことができない⼈と出会

い、幸せな結婚⽣活を送っているので、マッチングアプ

リに感謝しています」と微笑む2⼈。あかぎさんは「結

婚に興味がある⼈は、始めた⽅が素敵な⼈と出会える機

会が増えると思います。悩む時間があったら⾏動に移し

た⽅がいい」と話します。はるなさんは「マッチングア

プリでなかなか上⼿く出会えない⼈は、友だちに協⼒し

てもらうことをおすすめ。写真を選んでもらったり紹介

⽂を考えてもらったり、第三者から⾒た⾃分の良さをア

ピールできます」と⾔います。 

 

 利⽤前は「マッチングアプリで⼈⽣を共にする⼈に出

会えるなんて奇跡的な確率だと思っていました」という

２⼈。そうではなかったことが、証明されましたね。

婚活している⼈へ迷うならまずは⾏動。 
マッチングアプリはロストタイムの 
少ない効率のよい⽅法 

登録した 
アプリについて

 ２⼈が利⽤したのは、最⼤級の会員数を誇るアプ

リ。あかぎさんが最初に登録したのは、⼤⼿サイト

Aでした。その際、必要だったのは運転免許証・マ

イナンバーカードなどの本⼈確認書類。1カ⽉プラ

ン（5,000円程度）に申し込みましたが、希望の条

件に合った利⽤者は群⾺で10⼈ほどと⾮常に少なか

ったため、１⽇で退会。その後、登録をしたのが別

の⼤⼿サイトＢでした。運転免許証・マイナンバー

カードなどの本⼈確認書類と顔認証（⾃撮り）を提

出。1カ⽉プラン（4,500円程度）に申し込み、す

ぐにはるなさんに出会いました。 

 はるなさんが登録したのは、Ｂだけ。「群⾺は若

い⼈の数が限られているので、とにかく会員数の多

さを重視しました」とやはり会員数の多さで選びま

した。⼥性は無料。登録時には男性と同様、運転免

許証・マイナンバーカードなどの本⼈確認書類と顔

認証（⾃撮り）が必要だったそうです。 

 

 マッチング後の連絡は、アプリのメッセージ機能

を利⽤。アプリ上でLINEや電話番号の交換は禁⽌さ

れていたため、実際に会った時に連絡先を交換しま

した。「ひと⾔でマッチングアプリといっても種類

や特徴はさまざま。年齢層、利⽤⽬的、利⽤料⾦、

セキュリティなど、⾃分に合うアプリを使うことが

⼤事」とアドバイスしてくれました。 

登録者数の多さをポイントに 

アプリをチョイス 




